















































































エセックス詩集』を世に問うたのは 1898 年 12 月のことであった。詩集には
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ものこそ　世のすべて」（2） ‘The Temporary the All’はこの詩集の基調、ひいて
はハーディの文学の基調を表すと言えよう。それに入る前に筆者が注目した


























































































いる。「外なる自然へ」‘To Outer Nature’や「森の中で」‘In a Wood’がそうである。
虹をうたった詩として誰もが思い浮かべるのは、ワーズワスの「虹」であろう。
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トマス・ハーディの『ウエセックス詩集』とハーディ夫妻晩年の確執をめぐって　　　87








　「フィーナへの思い」‘Thoughts of Phena’ はハーディのトライフィーナへの



















するチャールズ・ゲイルと結婚する（1877 年 12 月 15 日）。ハーディとの間
に婚約に近いものがあったのかどうか、本当のことはわからないままだが、
そのハーディは 1870 年 3 月 7 日、セント・ジュリオット教会で運命的な出
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会いをしたエマと、1874 年 9 月 17 日に結婚していた。トライフィーナはエ


















を失った娘に」‘To a Motherless Child’、「私のシセリー」‘My Cicely’、「中立的






このあとこの詩は『ウエセックス詩集』では ‘To an Orphan Child, A Whimsy’と
して発表されるが、のちに孤児ではないので、‘To a Motherless Child’ と訂正










































































































　アセニウム誌（1899 年 1 月 14 日）には E.K. チェインバーズの署名入りの批
評がでた。そこでは建築家としての研鑽を積んだことを証する巧みなウエ
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ち』はなんとしてでも完成させる必要があったのである。1 部が 1904 年 1 月、
2 部が 1906 年 2 月、3 部が 1908 年 2 月に出版された。























































Laughingstocks and Other Verses’（1909 年 12 月）、第四詩集『人間状況の風刺』




言葉』‘Winter Words’（1928 年 10 月）は初版 5000 部、その月のうちに再版がで
た。（3） こうして 900 余編の詩と叙事詩劇が残されたのである。ハーディは名
実共に、著名な詩人となった。








































わたって参加し、ここで G. アレン、W. アーチャー、J. バリ、J. フレイザー

























さな冊子を人々に配布していた。それらをまとめて 1912 年 4 月に Spaces の
タイトルで出版もしている。1912 年 8 月 1 日にエマはバートロット牧師に手
紙を出し、自分の小冊子を読んでほしいと書いている。一冊はそれまでにドー
セット・カウンティ・クロニクルに掲載されたものも含んだ 15 編の詩がお
さめられた Alleys（1911 年 11 月出版）であり、もう一冊は Spaces であった。
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Spaces はエマの宗教的な、熱烈な感情が溢れたものであり、‘High Delights of 



































































　エマはルイーズ・マッカーシィに宛てた手紙（1902 年 11 月 3 日）でも、「わ
























































ウエンに宛てて書いた（1899 年 4 月 24 日）。「わたしは今まですくなくとも 20
年かそれ以上、献身的な妻でした―でも最後の 4 年か 5 年はなんとみじめな
ことでしょう！」と。結婚生活の忠告を求めたエルスペス・グレアム（Elspeth 













































　1899 年 4 月 24 日のレベッカ・オウエン宛の手紙では、マックス・ゲイト






























る（ドーセット・カウンティ・クロニクル、1910 年 6 月初旬）。これはエマ
のいささか極端な性格をみせている投書といえよう。












り、1907 年 2 月 9 日のデモにはわざわざ前日に上京して参加している。『ハー

















れるなかで、この論文や Some Recollections が語るものは何を示すのであろ
うか。こうしたエマの一面はもっと正当に評価されるべきものかもしれない。
　エマは 1908 年 6 月 21 日のハイド・パークでのより大規模なデモにも参加
している。6 月 21 日のこのデモの様子はエメリン・パンカーストによって











の知識人と同様に不安や怒りを感じ始めた。1909 年 9 月 27 日のロンドン婦
選運動協会に宛てた手紙で首相らへの暴行などの過激な活動に強い怒りを表
明し、全体としての運動には理解をもってはいるが、しばらく会を脱退した
いと申し出ている。翌年の 6 月 21 日の手紙では、「トマス・ハーディ夫人は
過激な運動の会に属しているといわれて非常に迷惑している。そんなものに
属したことはないし、とんでもない話だ」と怒りを表明した。1911 年 5 月 18
日には貴協会への寄付を減額したいと申し出ている。そしていかにもエマら
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3
 『ウエセックス詩集』は初版 500 部であったが、第二詩集は 1000 部、第三詩集は 2000 部、第四
詩集は 2000 部、第五詩集は 3000 部、第六詩集は 3250 部、第七詩集は 5000 部、その年に第三
版まで出版されて 7000 部、死後出版の第八詩集は 5000 部というように、詩集としては着実に
部数を増していった。
4
 ミルゲイトによれば、ここにはマタイ伝 28：7 とルカ伝 44：49 の混同が見られるという。エマ
の感情にまかせて書くという態度がうかがわれる。
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